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免疫抑制剤「セルセプト®懸濁用散32%」 
剤形追加に関する製造販売承認申請 

 

中外製薬株式会社［本社：東京都中央区／代表取締役会長 最高経営責任者：永山 治］（以

下、中外製薬）は、「腎移植後の難治性拒絶反応の治療」、「腎移植、心移植、肝移植、肺移植、

膵移植における拒絶反応の抑制」を効能・効果として販売を行っている免疫抑制剤ミコフェ

ノール酸 モフェチルカプセル（販売名「セルセプト®カプセル250」、以下、「セルセプト®カ

プセル」）について、「セルセプト®懸濁用散32%」の剤形追加に関する製造販売承認申請を本

日、厚生労働省に対して行いましたのでお知らせいたします。 

 

今回、中外製薬は、2011年9月16日に「セルセプト®カプセル」について「腎移植における拒

絶反応の抑制」に対する小児用法・用量の承認を取得したことや、海外ではカプセル剤に加

えて懸濁用散剤が販売されていること、そして移植技術の発展による今後の国内の移植医療

のニーズなども勘案し、患者さん一人ひとりの状況にあったミコフェノール酸 モフェチル製

剤を選択できるようにするため、懸濁用散剤の製造販売承認申請を実施することとしました。 

 

中外製薬は、「セルセプト®懸濁用散 32%」を患者さんに迅速に提供できるよう早期承認に

向けて取り組んで参ります。 
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